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塩田・竹谷（2009）は「定時制工業高校における情報技術基礎の授業開発」において、アナログとディジタルの違い
やＣＤの仕組みについて理解させるとともに、ものづくりに興味をもたせることを目的とした授業の実践研究を行った。
この研究では、生徒にアナログとディジタルの違いや CD の仕組みについて理解させるとともに、ものづくりに興味をも
たせることに寄与したことが明らかとなったものの、ものづくりを行う技術者への興味の高まりについては、十分とは言
えなかった。そこで本研究では、アナログとディジタルの違いや CD の仕組みについての理解、ものづくりへの興味をも
たせるだけでなく、技術者への興味を高めることを目的とした、定時制工業高校における情報技術基礎の授業を改善・実
践し、その成果を考察した。その結果、技術者に関する自作の読み物教材を授業に取り入れることが生徒の技術者への興
味を高めることに寄与したことが明らかとなった。
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1. 問題の所在 
 
近年、定時制工業高等学校（以下、定時制工業高校とす
る）に入学してくる生徒は多様化している。その理由とし
て、定時制工業高校が、工業高校における問題と定時制高
校における問題を両方抱えているという点が挙げられる。
それぞれの問題について詳しく述べる。
まず、工業高校における問題について述べる。工業高校
は文部科学省の省令、高等学校設置基準により、普通教育
および工業に関する専門教育を施すところとされている。
工業高校に入学することで、生徒は工業や産業に関する知
識や技能の習得を目指すこととなる。例えば、現行の高等
学校学習指導要領1では、専門教育に関する教科として「工
業」が設けられており、「工業の各分野に関する基礎的・
基本的な知識と技術を習得させ、現代社会における工業の
意義や役割を理解させるとともに、環境に配慮しつつ、工
業技術の諸問題を主体的、合理的に解決し、社会の発展を
図る創造的な能力と実践的な態度を育てる」ことが目標と
されている。このことについて小林（2005）は、日本に
おけるものづくりの重要さを述べた上で、「ものづくりを
継承するためには、ものづくりの技術・技能を持った人材
の育成が不可欠であるということで、工業の分野に進む生
徒に必要な指導である。」と述べ2、工業高校の生徒が、も
のづくりや技術者への興味を高めることの重要性を示し
ている。
しかし、工業高校の教員へのヒアリングによると、東京
都など大都市圏では、普通高校に入学できずに工業高校に
入学する生徒も少なからずおり、それらの生徒の授業に対
する意欲が問題となることがある。先にも述べたように、
工業高校の生徒は本来、工業や産業に関する知識や技能の
習得を目的として入学してくるべきであろうが、実際には
必ずしもそうなっていないのである。
 次に、定時制高校における問題について述べる。定時制
高校とは定時制の課程を置く高校のことであり、夜間その
他特別の時間帯又は季節において授業を行う高校のこと
である。以前は昼間に労働し、夜間に高校に通い、高校卒
業を目指す生徒のために、この制度はうまく利用されてき
た。しかしながら、最近では首都圏のいくつかの定時制高
校は、昼間に働き、夜間に勉学に励むのではなく、全日制
高校に入れなかった生徒を多く受け入れる場としての様
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相が強くなっている。このことについて、伊藤・金子
（1996）は、「中学校時代に不登校など欠席が多く『全日
制高校に入学志願したが不合格になりやむなく定時制に
入学してきた生徒』や『一旦全日制高校に入学したが、何
らかの理由で中途退学し、その後定時制に再編入や編入学
してくる生徒』が 1990 年代以降の定時制高校で増加して
いる」と述べている3。
定時制工業高校は、こうした工業高校における問題と定
時制高校における問題を抱えている。つまり、本来は工業
高校に入学したくなかった生徒と、定時制高校に入学した
くなかった生徒の両方が在籍している場合もあるのであ
る。
このような多様な学習者に対して、定時制工業高校では、
教育方法に工夫のある授業を行いながら、ものづくりや技
術者への興味を高めることが重要であると言える。
これらを踏まえ、塩田・竹谷（2009）は「定時制工業
高校における情報技術基礎の授業開発」4において、生徒
に身近な CD（コンパクトディスク）を題材に、アナログ
とディジタル5の違いや CD の仕組みについて理解させる
とともに、ものづくりに興味をもたせることを目的とした
授業を開発・実践した。その成果としては、身近な製品を
題材とし、十分な製作時間を取り入れるなどの教育方法を
工夫した授業を開発することで、生徒にアナログとディジ
タルの違いや CD の仕組みについて理解させるとともに、
ものづくりに興味をもたせることに寄与したことが挙げ
られる。
一方、生徒のアンケート記述には、技術者に関する記述
がほとんどなく、技術者への興味が高まったか、将来技術
者になりたいと考えるに至ったかについては、十分とは言
えなかったという課題が挙げられる。授業では、CD を開
発したソニー株式会社の技術者の一人を取り上げながら、
「CD を開発した技術者は、みなさんが学習しているアナ
ログやディジタルの知識を活かして仕事をしている。」、
「CD を開発した技術者は、最近では BD（ブルーレイデ
ィスク）の開発にも携わり、さらに技術を高める努力をし
ている。」といった話を口頭で紹介をしたが、それだけで
は、技術者への興味を高めるには至らなかったと考えられ
る。
だが、先にも述べたように工業高校では、ものづくりへ
の興味・関心を育み、将来の技術者を養成することは重要
な課題である。文部科学省の「学校基本調査」6によると、
平成 20 年度に全日制、定時制工業高校を含む工業系学科
を卒業した生徒 55,426 名のうち、建設業、製造業といっ
たいわゆるものづくりに関する職業に就いている生徒は
40,197 名である。工業系学科の卒業生の約 72.5％がもの
づくりに関する職業に就いている。つまり、工業系学科を
卒業した多くの生徒が、ものづくりに関する技術者となる
可能性があると言える。そのため、定時制を含む工業高校
において、ものづくりへの興味を高めるだけでなく、技術
者という職業についての理解、そして技術者への興味を高
めることは必要であろう。
そこで、本研究では、「定時制工業高校における情報技
術基礎の授業開発」（2009）での授業の目的であった生徒
にアナログとディジタルの違いや CD の仕組みについて
理解させ、ものづくりへの興味を持たせることに加え、技
術者への興味を高めることを目的として、授業を改善・実
践し、その成果を考察する。
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. 研究の目的と方法 
本研究では、東京都立小金井工業高校定時制 3 年の情
報技術基礎の受講生を対象に、2008 年に実施した「定時
制工業高校における情報技術基礎の授業開発」での授業を
改善・実践し、その様子を考察する。考察には、事前・事
後アンケートを中心とした量的調査とコメントカードや
3 名の生徒に対する参与観察を中心とした質的調査を用
いる。なお、授業の改善については、NPO 法人企業教育
研究会およびソニー株式会社に協力していただいた7。
3. 生徒の実態 
 
授業の改善について論じる前に、実施校である東京都立
小金井工業高校定時制の情報技術基礎の受講生の実態に
ついて、受講生へのアンケート8と抽出生徒の様子から述
べる。
まず、事前アンケートの結果について表１～４に示す。
前回の受講生の結果については、「2008 年」、今回の結果
については「2009 年」の欄に記す。
表 1 あなたはものをつくることが好きですか？ 
            2008 年    2009 年
①とても好き     40％（8 人） 21%（3 人）
②まあまあ好き        30％（6 人） 36%（5 人）
③あまり好きではない  20％（4 人） 7%（1 人）
④きらい              10％（2 人） 36%（5 人）
表 2 あなたは身の回りの製品の仕組みに興味が 
ありますか？
            2008 年    2009 年
①とても興味がある   25％（5 人） 14%（2 人）
②まあまあ興味がある  30％（6 人）  36%（5 人）
③あまり興味がない   35％（7 人） 29%（4 人）
④まったく興味がない  10％（2 人）  21%（3 人）
－10－
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            2008 年    2009 年
①聞いたことがあり説明できる 10％（2 人）   15%（2 人）
②聞いたことがある      70％（14 人） 62%（8 人）
③聞いたことがない     20％（4 人） 23%（3 人）
表 4 あなたは、技術者やものづくりの仕事に興味があり
ますか？９9 
            2008 年    2009 年
①とても興味がある    ―    14%（2 人）
②まあまあ興味がある ―         36%（5 人）
③あまり興味がない ―        50%（7 人）
④まったく興味がない ―          0%（0 人）
これらのアンケートの結果について以下の三つの視点
から考察していく。
第一に、生徒のものづくりへの関心の状況である。「あ
なたはものをつくることが好きですか。」という問いに、
57％（2009 年）がとても／まあまあ好きと答えているが、
70％（2008 年）と比較すると作業としてのものづくりに
ついて関心が高いとは言いがたい。また、「あなたは身の
回りの製品の仕組みに興味がありますか。」という問いに
対しては、45％（2008 年）、50％（2009 年）の生徒があ
まり／まったく興味がないと答えており、身の回りの製品
がどのようにつくられているかという視点でのものづく
りへの興味・関心は高いとは言いがたい。こうしたことか
ら、今回の受講生は、ものづくりへの関心があまり高くな
い傾向が見られる。
第二に、アナログとディジタルに関する学習の状況であ
る。前回と同様に、生徒は、情報技術基礎の単元「ハード
ウェア」や「マルチメディアの活用」において、すでに n
進数の変換や情報のディジタル化について学習しており、
多くの生徒がアナログとディジタルについて聞いたこと
があり説明できる状況が望ましい。だが、「あなたはアナ
ログとディジタルについて聞いたことがありますか」とい
う問いに対して、23％（2009 年）が「聞いたことがない」、
62％（2009 年）が「聞いたことがある」と答えるにとど
まっており、アナログとディジタルに関して説明できるく
らいきちんと理解しているとは言いがたい。特に、アナロ
グとディジタルと 2 進数、10 進数、16 進数を別物として
考えていたり、身近な製品とアナログとディジタルや 2
進数、10 進数、16 進数を関連付けて考えるまでには至っ
ていない。
第三に、技術者への関心の状況である。「あなたは、技
術者やものづくりの仕事に興味がありますか。」という問
いに、50％（2009 年）があまり興味がないと答えており、
生徒の半数が技術者やものづくりの仕事に魅力を感じて
いない。また、興味がある生徒でも、とても興味があると
答えた生徒は 14％（2009 年）であり、他の授業でものづ
くりの活動を行っているが、実際にものづくりを仕事とし
ている技術者にあまり興味がないことが分かる。
次に、3 名の生徒の様子を述べる。生徒は、担任や授業
担当教員のへのヒアリングから、基礎学力の定着の度合い
に分け、基礎学力が高めの生徒 1 名（男子・A 君）、基礎
学力が低めの生徒 2 名（男子・B 君／C 君）とした。A 君
は、もともと基礎学力が高く、情報技術基礎の授業につい
ても扱ったものは容易にこなすことができる。B 君は、出
席回数が少なく、授業に対しての意欲も高いわけではない
ので、基礎学力が低めである。ただ、工業技術に興味があ
り、情報技術基礎の授業で扱った事項に興味を示すと、非
常に熱心に取り組む姿が見られる。C 君は、高校の授業、
特に定時制の基礎的な授業に冷めた見方をすることがあ
り、基礎学力が低めである。
4. 読み物教材の開発とその他教材の改善 
 
生徒の実態を踏まえ、授業にどのような改善を加えるか
を検討する。今回は、前回の授業の目的であった、生徒に
アナログとディジタルの違いや CD の仕組みについて理
解させ、ものづくりへの興味を持たせることに加えて、技
術者への興味を高めることをより重視する。そこで、技術
者への興味を高めるためにどういった手立てが必要かに
ついて検討を行う。
技術者や研究者への興味を高めるために必要なことに
ついて、井上・毛利（2003）は、スーパーサイエンスハ
イスクール（以下、SSH）10やサイエンス・パートナーシ
ップ・プロジェクト（以下、SPP）11での大学や企業の研
究者・技術者を招いた取り組みを踏まえながら次のように
述べている。
先人たちの仕事のやりがいを知ることにより、若い
人が将来の仕事として科学技術に携わることに興味
をもち、魅力を感じることは大切でしょう。そのため
には子どもたちに「研究者の顔」を見えるようにする
ことが必要となります。現在の理科や数学の教科書を
みると、原理やしくみの解説はあっても、それを開発
した人の「想い」を伝える内容は見当たりません。
 
 ここでの「想い」とは、「技術開発における困難を乗り
越えても希望を実現しようとする気持ち」とされている。
つまり、研究者・技術者自身やその仕事への興味を高める
ためには、単に教科書に載っている原理や仕組みだけを教
えるだけでなく、研究者や技術者の困難を乗り越えても希
望を実現しようとする気持ちに共感させることが重要と
いうことである。同様のことは、文部科学省の「我が国の
研究活動の実態に関する調査報告」12からも分かる。研究
者 1,024 名13に、研究者という道に進む際に影響を与えた
表 3 あなたはアナログとディジタルについて聞いた 
ことがありますか？
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者・技術者あるいはその伝記（28.7％）、④親・家族・親
戚（22.9％）、⑤中学校および高等学校の先生（22.9％）、
⑥科学博物館等の展示や実験等の体験（16.2％）、⑦あこ
がれの科学者や技術者がいた（15.7％）、⑧SF 等の読み物
（14.7％）、⑨中学校や高校の授業（13.1％）、⑩ラジオ・
テレビ・映画（12.6％）という結果であった。研究者であ
る①大学の恩師や③偉大なる科学者・技術者あるいはその
伝記、⑦憧れの科学者・技術者という項目が、⑨中学校や
高校の授業という項目よりも高い。教科書に記載されてい
る原理や仕組みよりも人やそのおもい といった要素が
研究者・技術者という道に進む際に大きな影響を与えた
のであろう。
 これらを踏まえると、技術者のおもいへの共感を生み、
興味を高めていくためには、SSH や SPP のように科学
者・技術者を授業に招くことや大学のように研究者などと
直接的にふれあうことが重要であると言える16
15
。
しかし、定時制工業高校では、授業時間が夜間であるこ
とや生徒数が全日制に比べて少ないことなどの理由から、
日常的に研究者や技術者を招いた授業を実施することは
難しい。そこで、筆者らが着目したのが「読み物教材」で
ある。先に挙げた文部科学省「我が国の研究活動の実態に
関する調査報告」では、研究者という道に進む際に影響を
与えた人物や事柄の上位に、②科学雑誌や③偉大な科学
者・技術者あるいはその伝記が挙げられている。また、リ
クルートがエンジニア 500 名を対象に実施した調査17で
は、「この人に魅かれてエンジニアになった」の項目で、
トーマス・エジソンが 3 位に挙げられており、選んだ人の
半数が「小さなころに伝記を読んだ」ことを理由に挙げて
いる。原理や仕組みだけでなく、技術開発における困難を
乗り越えても希望を実現しようとする気持ちを知る上で、
こうした読み物は、よい教材であろう18。技術者の生き方
をじっくりと読むことで、技術者と自分の共通点や相違点
を見出しながら、興味を高めることができると考えられる。
ただし、単に読み物で技術者のおもいを伝えるだけでは、
生徒の中には自分とは全く関係がない人だと感じてしま
う生徒もおり、興味を高められない可能性があるとも考え
られる。また、情報技術基礎の授業目標から外れた読み物
を読むことにも問題がある。そこで、製品の開発過程にお
ける技術者のおもいだけでなく、これまでの授業で学習し
てきたアナログとディジタルの原理や開発の経緯なども
読み物に入れることにより、従来の学習内容と技術者のお
もいを繋げられるように工夫する。このことで生徒が、技
術者は自分たちが学習する内容を応用してのづくりを行
っているということに気づき、そのおもいに共感すること
ができれば、技術者への興味を高めることができると考え
られる。
では、具体的にどのような読み物を生徒に提示すればよ
いのか。筆者らは、ＣＤ開発に関する読み物を探したが、
読み物自体が非常に少なく19、手に入る読み物を読んでみ
ると、内容はおもしろいが、専門用語が多く用いられてい
る、ページ数が多く挿絵がほとんどない、技術者のおもい
について複数ページにまたがって書かれているなど、生徒
が読むには少し分かりにくいといった問題があった。特に、
定時制工業高校の生徒は必ずしも学力が高くなく、また授
業内で読むことを考えると、新たに教材を開発する必要が
あると考えた。そこで、市販の読み物を提示するのではな
く、技術者の開発へのおもいや製品開発の過程に重点を置
いた読み物教材「ＣＤ開発物語－12 センチＣＤの苦労－」
を作成することとした。この読み物教材は、ソニー株式会
社の CD の開発に携わった技術者への取材やホームペー
ジ20を参考に、見開き 1 ページ毎にイラストを交え、全
18 ページにまとめた。
読み物教材を作成するに当たり、工夫した点は次の二点
である。
一点目が、先にも述べたように、CD が開発されるまで
を CD を開発した技術者のおもいを示しながら記述した
点である。CD の開発については、生徒が学習するレコー
ドや CD の違いやディジタルの利点にも言及しながら順
を追って記述した。また、技術者のおもいについては、「苦
しかった」や「楽しかった」と直接感情を記述するのは軽
い印象を与えてしまうと考えたため、辛いおもいをしてい
る様子や完成してほっとした様子を、感情の直接的な表現
を避けた言葉で表現した。
二点目が、問いかけの文を入れた点である。CD の開発
過程について伝えようとすると、事実だけを述べてしまい
がちである。だが、今回は技術者のおもいを感じながら読
んでほしい、技術者と同じ立場に立ったつもりで読んでほ
しいいう意図があったため、読者を引き込めるように問い
かけの文を用いた。
これらの工夫点を踏まえて作成した読み物教材の一部
を以下に示す21。
彼らがはじめにしたことは、ＣＤの大きさを決めるこ
とでした。ＣＤの大きさなんて、適当でいいと思いませ
んか？でも、それを決めるだけでもとても大変な苦労が
あったようです…
フィリップスが「記録時間は 60 分、大きさは 11．5
センチでどうだ！」と主張すれば、ソニーは「オペラが
全部入らないと使う人は増えない。ベートーベンの第九
が入る 75 分、12 センチでどうだ！」と主張しました。
これを言うためにも、何十曲ものオペラが何分なのか計
っているのですよ。
毎日があわただしく過ぎていきました。開発をはじめ
て１年がたったころ、今までの開発の成果を発表する懇
談会が開かれました。（中略）中島、宮岡、土井をはじ
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人物や事柄の上位 10 項目14について聞いたところ、①大
学の恩師（37.0％）、②科学雑誌（36.5％）、③偉大な科学
一年かけた開発が水の泡になってしまうのです。（中略）
ソニーとフィリップスが開発したＣＤは、レコードの
問題点をうまく改善していました。ＣＤは、表面はつる
つるであり、光で音の情報を読み取ることができます。
それに、ＣＤにごみや傷がついても、正しく再生できる
ようディジタル信号を復元できる「誤り訂正」という技
術を開発していました。
ソニーとフィリップスの評価は高く、懇談会が終わり
ました。
その他にも、生徒の体験活動の補足として、簡易ＣＤ体
験機の精度の改善を行った。簡易 CD 体験機とは、CD の
仕組みについて理解させるためにソニー株式会社の協力
のもと開発したものであり、黒と白でドレミファソラシの
音と休符を表現することができる。前回の授業では、ペン
の種類や塗り方、センサーの位置によっては音がならない
という問題があった。そのため、今回はそれらを改善し、
全ての簡易ＣＤ体験機で体験をすることができるように
した。また、前回は体験に 20 分～25 分の時間を確保した
が、1 台を 3～4 人で使用していたため、塗り終わったあ
と体験機を使えるまでに時間がかかってしまった。そこで
今回は、台数を増やし、2 人 1 台使用できるようにし、待
ち時間を短く、体験時間を多く確保できるようにした。改
善前後の簡易ＣＤ体験機を図１に示す。
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図 1 改善前（左）・後（右）の簡易 CD 体験機 
5. 授業の概要・考察 
授業は、2009 年 11 月 13 日（金）3～4 時間目に、2 時
間展開で行った。対象は、東京都立小金井工業高校定時制
3 年の情報技術基礎の受講生 14 名（男 14 名・女 0 名）で
ある。授業実施、機材の使用方法の説明については、それ
ぞれ塩田・石川が担当し、参与観察については実施クラス
の情報技術基礎の担当教員である竹谷が担当した。授業流
れを表 5 に示す。
表 5 授業の流れ 
時間 内容（１時間目） 
2 分 １．レコードとＣＤ の違いとは 
20 分 ２．レコードの録音を体験してみよう  
10 分 ３．レコードの仕組み 
10 分 ４．アナログとディジタルとは
3分 ５．まとめ
   内容（２時間目） 
5 分 １．ＣＤの仕組み
25 分 ２．簡易ＣＤをつくってみよう 
10 分 ３．ＣＤ開発物語を読んでみよう  
5 分 ４．まとめ 
 授業では、前回と同様に、最初に蓄音機による声の録音
を体験し、紙コップの凹凸を確認することで、アナログで
の録音方法について紹介した。その後、簡易 CD 体験機を
用い実際に簡易 CD を制作させた。体験後、教材を用いデ
ィジタルでの CD の録音方法、仕組みについて紹介した。
簡易 CD 体験機の体験では、ほとんどの生徒が簡易CDを
何枚も制作し、繰り返し再生しながら、黒と白の組み合わ
せ方によって音の出方が変わることを確認するといった
姿が見られた。
また、作成した読み物教材については、授業の最後に生
徒に配布し、授業者が教材提示装置でスクリーンにうつし
ながら、音読を行った。生徒には、スクリーンもしくは配
布した読み物教材を読むように促した。その際、生徒から
「この本は、誰が作ったのか。」という質問が挙がったた
め、筆者らが作成したことを伝えた。読み終えたあとには、
技術者の開発へのおもいや開発時の苦労・楽しさなど読み
物教材の内容を踏まえながら、授業のまとめを行った。授
業の様子を図 2～3 に示す。
 
図 2 簡易ＣＤを制作する生徒と作成したディスク  
 
図 3 「ＣＤ開発物語」を読む生徒たち
生徒の変容について、アンケート、コメントカード、3
名の生徒の参与観察などから量的・質的に考察を行う。
まず、アンケートの結果を表 6～9 に示す。
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め開発に関わった人たちはとても緊張していました。と
いうのも、これで他の会社の発表より良くなければ、丸
②まあまあ楽しかった 40%（8 人） 36%（5 人）
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③あまり楽しくなかった 5%（1 人）   0%（0 人）
④楽しくなかった       5%（1 人）  14%（2 人）
表 7 アナログとディジタルの違いはわかりましたか？ 
            2008 年    2009 年
①とてもよく分かった  65%（13 人） 43%（6 人）
②まあまあ分かった     20%（4 人） 43%（6 人）
③あまり分からなかった 10%（2 人） 7%（1 人）
④分からなかった        5%（1 人） 7%（1 人）
表 8  ものづくりへの興味は高まりましたか？ 
            2008 年   2009 年
①とても高まった   40%（8 人） 22%（3 人）
②まあまあ高まった      40%（8 人） 43%（6 人）
③あまり高まらなかった   5%（1 人） 22%（3 人）
④高まらなかった        15%（3 人） 14%（2 人）
表 9 ＣＤ開発物語を読んで、技術者に興味を持ちました
か？22 
            2008 年   2009 年
①とても高まった   ―     21%（3 人）
②まあまあ高まった ―       50%（7 人）
③あまり高まらなかった ―      21%（3 人）
④高まらなかった ―        8%（1 人）
これらのアンケート結果について以下の二つの視点か
ら考察していく。
 まず、アナログとディジタルに関する理解度についてで
ある。事前・事後アンケートの結果を比較すると、事前
アンケートで「アナログとディジタルについて聞いた
ことがあり説明できる」と回答した生徒が、10％（2008）、
15％（2009）だったのに対し、事後アンケートで「アナ
ログとディジタルの違いがとても／まあまあ分かった」と
回答した生徒は、85％（2008）、86％（2009）であり、
アナログとディジタルについて理解した生徒は、それぞれ
75％増（2008）、71％増（2009）である。前回と今回で
はアナログとディジタルの理解度に大きな違いは見られ
なかった。
しかし、「アナログとディジタルの違いが分かった」と
回答した生徒のコメントカードでの記述を見ると、前回は
「CD とちく音機のちがいがわかった」のように「分かっ
た」とは記述しているものの、具体的にどのような違いが
あるのかまで記述した生徒がいなかったのに対し、今回は
「レコードとＣＤの音の出し方が針とレーザーであるこ
点についてもよく分かったという実感が得られたようだ。
次に、技術者への興味の高まりに関してである。「ＣＤ
開発物語を読んで、技術者に興味を持ちましたか。」とい
う問いに対しては、71％の生徒がとても／まあまあ高ま
ったと回答しており、事前アンケートで技術者にとても／
まあまあ興味があると答えた生徒が 50％だったのに対し
て、技術者への興味の高まりが見られた。
また、コメントカードでは、「ソニーの技術者のすごさ
に感動した。」、「ＣＤに莫大なデータが入っているのは知
っていましたが、メロディを奏でるためにここまで開発が
大変だとよく分かりました。先人たちの努力の結晶だと思
います。」などの記述があり、技術者への憧れを抱いた生
徒もいたと考えられる。また、「たった 0.5 センチの違い
をここまで考えているなんてびっくりした。」、「ＣＤ開発
物語の 12 センチの苦労がよく分かった。」、「ＣＤの大き
さとか考えて作ったんだなと思いました。」という記述も
あり、読み物教材の中でも特に、技術者が CD の大きさを
12 センチにするか、11.5 センチにするか様々な曲の長さ
を調べながら討論したという話が印象に残ったようだ。
次に、生徒の変容について考察していく。3 名の生徒に
対する参与観察から考察する。
まず、A 君についてである。A 君は普段の授業について
も理解が早く、本授業においても教員の特段の指示がなく
ても、簡易 CD 体験機の体験に取り組んでいた。他の生徒
に比べて、簡易 CD の制作が早く、時間を持て余してしま
う可能性が考えられたが、インターネットを使い、目的の
曲の楽譜を検索するなど、よりよいものを作ろうという姿
勢が見られた。ものづくりの場面では、このような工夫は
重要であり、この点が A 君からみられたことは、ものづ
くりのための教育を行っている工業高校の特徴的な点と
いえるだろう。
また、読み物教材についても「この本は、誰が作ったの
か。」と授業者に尋ねるなど、はじめから興味を示してい
た。特に「誤り訂正」の技術に驚いた様子で、「誤り訂正
すごいなよく考えたな、この人。」との隣の席の生徒に声
をかける様子が見られた。
次に、B 君についてである。B 君は情報技術基礎の授業
に対しての意欲が高くはなく、2 進数から 10 進数の変換
といった、いわゆる教科書で扱うものは理解して取り組む
が、積極的に解こうという姿勢がほとんど見られなかった。
しかしながら、本授業では、簡易 CD 体験機の体験にもっ
とも真剣に取り組んでいた。市販の CD が 2 進数によって
データが保存されていることを理解し、CD を簡単に制作
できることを理解したことによって、制作にも熱心に取り
組み、授業が終わった後も、教室に残り簡易 CD 体験機の
体験を続けた姿は本授業の前には見られなかった。これは
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とをしった。ディジタルのほうがべんりだと分かった。」、
「数値化をすることで、劣化をふせぐなんてよく思いつい
たなと感じました。」などの記述があり、ディジタルの利
表 6 今日の授業は楽しかったですか？ 
            2008 年    2009 年
①とても楽しかった  50%（10 人） 50%（7 人）
また、読み物教材については、配布された直後は簡易
ＣＤ体験機の体験をつづけており、読み物教材を手にとら
なかったが、授業者が「1976 年には『およげたいやきく
ん』が 443 万枚もうれるほど、家庭に普及していた」と
音読したのを耳にすると、「およげたいやきくん、懐かし
いな。」と言いながら、読み物教材を手にして読み始めた。
その後は、「絵がうまいな。」、「11.5 センチとか細かいな。」
などとつぶやきながら、自分のペースで最後まで読み進め
る様子が見られた。
最後に、C 君について述べる。C 君は欠席が多く、2 進
数についての授業の部分をほとんど受けていなかった。だ
が、本授業においては、CD のデータが保存されている仕
組みを理解し、簡易 CD の制作も容易にこなすことができ
た。従来の 2 進数から 10 進数の変換であると、単純な作
業に嫌悪感をおぼえるだけでなく、10 進数に対して 2 進
数は桁数が極端に多くなり、理解が難しいこともある。だ
が、簡易ＣＤ体験機は塗った部分を１とし、塗らなかった
部分を 0 として、この組み合わせによって音階を表現して
いる。音階は 8 つしかなく、またこの組み合わせで、音楽
を簡単につくることから、2 進数の理解には適していると
考えられる。そのため、C 君にとっても容易に理解できた
と考えられる。
以上のことから、本授業がアナログとディジタルの違い
について理解させるとともに、ものづくり、そして技術者
に興味をもたせることに寄与していたことがうかがえる。
6. 成果と課題 
本研究では、技術者に関する読み物教材を開発し、授業
に取り入れることで生徒の技術者への興味を高めること
に寄与したことが成果として挙げられる。読み物教材は、
市販のものを提示するのではなく、生徒の実態に応じてイ
ラストを挿入する、授業内で読みきれる長さにする、ＣＤ
の開発における技術者の苦労や喜びといったおもいやＣ
Ｄの開発過程を記述するといった工夫をしたことで、技術
者への興味や憧れを抱いた生徒もいたと考えられる。
一方、課題は次の二点である。
一点目は、生徒の就職状況に配慮した読み物教材の作成
である。本授業の受講生の中には、正規の職についている
生徒が数名いた。だが、今回はそうした就職状況について
配慮せず、全員に同じ内容の読み物教材を提示した。しか
し、すでに技術者として働いている生徒にとって、技術者
ではない正規の職に就いている生徒にとって、また働いて
いない生徒にとって、提示される読み物教材に対する感じ
方が異なると思われる。そのため、それぞれの就職状況に
配慮した上で、技術者について興味を高めるためにどうい
げた読み物以外にも、例えば NHK「プロジェクト X」に
代表されるような映像教材や、漫画教材などの有効性につ
いても検討を重ねる必要があるであろう。
 今後は、これらの課題を検討し、アナログとディジタル
の単元以外での授業開発にも取り組んでいきたい。
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簡易 CD が 2 進数の簡単な原理によって制作でき、生徒に
ものづくりの達成感を持たせるには有効であると考えら
れる。
った読み物を提示するのが適切かを検討する必要がある
だろう。
二点目は、読み物以外の教材の検討である。今回取り上
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等 364 名、公的研究機関等 175 名、その他 83 名）。
13 ここでの研究者は、技術者も含んでいる。
14 選択回数は、無制限。
16 このことについては、以下でも論じた。
塩田真吾「エネルギー問題を考える授業の開発－エネルギ
ー資源の枯渇防止・地球環境破壊の防止に取り組む人々へ
の提案活動を中心として－」，千葉大学大学院教育学研究
科修士論文，2006
17 リクルート「日本のエンジニアが選ぶ本物のエンジニ
ア 23 人」リクナビ NEXT Tech 総研 、2004 年 11 月
http://rikunabi-next.yahoo.co.jp/tech/docs/ct_s03600.jsp
?p=000387（2010 年 2 月 4 日現在）
なお、1 位は本田宗一郎、2 位はビル・ゲイツである。こ
の 2 人に関しても、関連する本を読んだことがきっかけで
あると回答した人もいた。
18 このことについて齋藤（2002）は、「自分ひとりの幸せ
ではなく、周りの人の、場合によっては世界全体の幸福の
ために、自分の人生を投げうってでも尽くすという生き方
は、現在の子どもたちが自然には学び取りとりにくい」と
指摘し、伝記や読み物の効用を指摘している。
齋藤孝『読書録』、岩波書店、2002、101 ページ
19 筆者らが探したところ、次の 3 冊のみであった。
・ソニー広報部『ソニー自叙伝』、ワック株式会社、2001
・茂木宏子『お父さんの技術が日本を作った③ 夢をかな
えるエンジニア』、小学館、1998
・天外伺朗『光の滑翔 CD 開発者の魂の軌跡』、飛鳥新社、
2003
20 詳しくは、ソニー株式会社のホームページを参照。
http://www.sony.co.jp/SonyInfo/CorporateInfo/History/S
onyHistory/2-08.html（2009 年 12 月 9 日現在）
21 全文は文末の参考資料に示す。 
22 前回の受講生については、この項目についてアンケー
トを実施していない。
15 井上・毛利（2003）は「想い」と表記しているが、こ
こでは「物事についての考え」である「思い」と「願い」
である「想い」をあわせて「おもい」と表記する。
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関する調査報告」、2006
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